
親
鸞
の
仮
名
づ
か
　
い

一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
、
鎌
倉
時
代
語
史
料
を
記
述
す
る
一
環
と
し
て
、
親
陀
遺
文
を
取
り

あ
げ
、
表
記
の
問
題
、
そ
の
中
で
、
和
語
の
仮
名
づ
か
い
に
つ
い
て
、
記
述
を

試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

親
記
聖
人
よ
り
十
一
歳
年
長
で
あ
る
藤
原
定
家
の
仮
名
づ
か
い
は
、
『
下
官

集
』
等
で
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
浄
土
真
宗
の
開
祖
、
親
貯
聖
人
に
も
仮
名

づ
か
い
に
つ
い
て
、
独
特
な
用
法
が
準
え
る
。
こ
れ
は
、
語
音
が
移
り
変
わ
り

つ
つ
あ
る
過
渡
期
に
生
き
た
人
間
が
、
表
記
に
意
を
用
い
る
と
す
る
と
、
表
記

生
活
に
お
け
る
意
識
的
な
配
慮
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
親
密
の
仮
名

づ
か
い
の
実
髄
冨
そ
の
遺
文
か
ら
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
態
か
ら
準
え
る
仮
名

づ
か
い
の
傾
向
を
把
握
す
る
事
を
主
目
的
と
す
る
。

従
来
の
研
究
に
は
、
・

①
富
沢
義
則
博
士
「
親
琵
上
人
の
写
語
法
」
　
（
竃
谷
大
学
論
煎
、
大
正
1
1

年
）

◎
小
林
芳
規
博
士
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
教
行
信
託
古
点
」

（
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
、
昭
和
4
0
年
）

◎
山
内
育
男
氏
「
か
な
づ
か
い
の
歴
史
」
　
（
講
座
国
語
史
2
、
大
修
館
、
昭

和
4
7
年
）

の
御
論
考
が
あ
る
。
（
以
下
、
論
文
番
号
で
引
用
す
る
。
）
是
等
の
各
論
は
、

金
　
　
子
　
　
　
　
　
彰

あ
る
特
定
の
遺
文
を
取
り
あ
げ
て
の
御
指
摘
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
次
の
手
続

に
よ
り
、
親
盟
の
仮
名
づ
か
い
′
の
傾
向
と
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
親
鸞
の
仮

名
づ
か
い
の
位
置
づ
け
を
考
察
す
る
。

の
、
事
写
年
代
順
に
、
遺
文
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
年
令
と
用
法
と
の
関

係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

伺
、
事
情
や
親
凹
の
自
著
類
と
、
他
者
の
著
書
を
親
盟
が
転
写
し
た
写
本
類

と
に
お
け
る
用
法
の
相
違
を
考
察
す
る
。

い
、
片
仮
名
と
平
仮
名
と
に
お
け
る
、
表
記
法
の
異
な
る
遺
文
で
の
用
法
の

相
違
を
考
察
す
る
。

均
、
右
で
明
ら
か
に
し
た
仮
名
づ
か
い
の
実
態
を
、
親
密
を
取
り
巻
く
環
境

（
師
法
然
、
夫
人
、
弟
子
の
書
簡
類
）
か
ら
比
較
考
察
す
る
。
更
に
、
同

時
期
に
、
仮
名
づ
か
い
を
実
行
し
た
定
家
の
『
下
官
集
』
と
比
較
す
る
。

尚
、
本
稿
で
取
り
扱
う
資
料
は
、
『
親
臨
聖
人
貢
蹟
集
成
』
　
（
九
巻
、
法
蔵
館

昭
和
4
8
・
4
9
年
）
の
写
真
複
製
本
を
用
い
、
引
用
用
例
に
は
、
本
複
製
本
の
出

現
頁
、
行
数
を
掲
げ
る
。

二
、
訂
正
箇
所
の
仮
名
づ
か
い

関
東
の
門
人
、
慶
信
が
、
郷
里
で
の
教
義
上
の
混
乱
の
様
子
を
報
告
し
、
自

分
の
信
ず
る
所
を
書
い
て
、
師
の
聖
人
に
意
見
を
求
め
た
書
簡
が
あ
る
（
書
簡

内
－
2
）
。
聖
人
は
、
そ
の
疑
問
に
答
え
た
後
、

○
こ
の
ほ
か
の
こ
と
は
せ
う
～
1
も
し
を
な
を
し
て
ま
い
ら
せ
俣
也
（
困
－
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1
）
と
、
弟
子
の
昏
筒
の
字
句
を
削
除
し
、
加
筆
し
、
訂
正
し
て
返
送
し
て
い

る
。○
教
一
帖
丁
数
へ
ノ
ユ
ニ
（
墨
消
後
、
右
傍
へ
　
「
へ
ノ
ユ
エ
」
と
訂
正
）

○
心
得
候
ヒ
ナ
ン
1
心
得
侯
ヒ
ナ
ム
　
（
「
ン
」
の
上
に
「
ム
」
を
重
ね
書
）

こ
の
例
に
止
ま
ら
ず
、
遺
文
全
体
に
字
句
の
訂
正
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、

一
番
目
に
付
く
も
の
は
、
仮
名
づ
か
い
に
関
す
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
仮
名
の

訂
正
は
、
親
記
が
仮
名
づ
か
い
に
意
を
用
い
た
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
訂
正

箇
所
に
、
ま
ず
、
親
欝
の
仮
名
づ
か
い
を
探
っ
て
見
る
。
訂
正
例
の
二
、
三
を

注
1

最
初
に
示
す
。
分
期
し
比
較
す
る
規
準
を
本
稿
で
は
古
用
に
置
き
、
そ
れ
に
適

う
も
の
と
、
適
わ
ぬ
も
の
と
を
掲
げ
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

○
往
生
の
業
は
二
念
に
・
た
れ
り
と
・
い
下
と
も
（
「
ゑ
」
の
上
に
「
へ
」

を
重
ね
菅
。
、
『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
、
七
七
1
4
）

鼻
ノ

○
カ
バ
ネ
オ
・
シ
ヨ
ス
ル
　
（
「
オ
」
の
右
傍
に
朱
で
「
ヱ
と
訂
正
。
『
西

方
指
商
砂
』
下
本
九
四
－
4
）

ホ

7

モ

ン

オ

○
法
文
オ
モ
　
（
其
字
の
上
に
「
オ
」
を
重
ね
む
き
。
更
に
右
傍
へ
朱
で
「
オ
」

と
訂
正
。
『
西
方
指
南
抄
』
下
末
六
〇
－
5
）

A
古
用
に
適
う
訂
正
＜
抄
出
∨

○
明
年
の
十
月
の
こ
ろ
ま
て
も
生
き
て
侯
刷
～
　
（
書
簡
田
－
1
9
）

○
よ
軸
L
と
い
ふ
（
『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
、
六
四
ト
l
）

○
う
た
か
叫
（
『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
、
一
1
3
・
三
八
－
3
・
四
〇
－
4
）

ウ

チ

　

　

フ

○
ユ
メ
ノ
中
ニ
・
卜
賀
ヤ
ウ
　
（
『
西
方
指
南
抄
』
中
本
九
二
－
2
）

カ
．
叫
オ

○
返
、
、
、
（
『
西
方
指
南
抄
』
中
本
八
八
－
2
）

0
1
ナ
ニ
ヲ
モ
テ
ノ
ユ
「
ニ
（
『
西
方
指
南
抄
』
上
末
一
一
九
－
1
）

鉦
2

0
訝
（
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
上
末
八
丁
2
）

B
古
用
に
適
わ
ぬ
訂
正
＜
抄
出
∨

○
至
誠
心
こ
れ
す
な
軸
ち
（
『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
、
一
三
－
5
）

○
念
偶
複
ま
対
す
へ
し
（
『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
、
一
〇
－
1
）

コ
タ
ウ
ラ
ク
ハ

○
答
　
　
　
（
『
西
方
指
南
抄
』
下
本
一
七
三
－
5
）

セ

ン

シ

ュ

　

　

　

ー

○
専
修
ヲ
・
サ
エ
ヌ
・
行
ニ
テ
モ
　
（
障
）
　
（
『
西
方
指
南
抄
』
中
末
九
七
－

1
）

○
ユ
叫
ニ
（
『
唯
信
抄
文
意
』
正
月
十
一
日
本
、
一
〇
四
－
2
）

○
ヒ
ト
可
ニ
（
『
唯
信
抄
』
東
本
璃
寺
本
断
簡
、
八
－
1
）

†

ケ

エ

ン

．

．

1

0
悪
人
ナ
ヲ
（
『
西
方
指
南
抄
』
下
本
一
二
五
1
．
5
）

シ

ヤ

ウ

　

　

シ

ー

○
生
オ
モ
・
死
オ
モ
　
（
『
西
方
指
南
抄
』
上
本
一
二
七
1
4
）

是
等
、
訂
正
さ
れ
た
仮
名
は
、
A
古
用
に
通
う
、
B
古
用
に
適
わ
ぬ
、
そ
れ
ぞ

れ
2
1
異
語
が
見
え
、
次
の
2
語
を
除
い
て
、
同
一
語
は
、
同
一
の
訂
正
が
施
さ

注
3

れ
て
い
る
。

○
コ
夕
刊
ラ
ク
ハ
　
（
『
西
方
指
南
抄
』
下
本
一
七
三
1
5
）

○
コ
夕
刊
（
『
西
方
指
南
抄
』
下
末
八
三
－
2
）

○
エ
ペ
ニ
（
『
唯
信
抄
文
意
』
正
月
十
一
日
本
、
一
〇
四
1
2
）

○
ユ
耳
（
書
簡
内
－
聖

以
上
の
訂
正
箇
所
の
仮
名
を
、
『
下
官
集
』
所
載
の
同
一
語
と
比
較
す
る
と
、

A
古
用
に
通
う
訂
正
箇
所
の
仮
名
づ
か
い
は
、
『
下
官
集
』
と
一
致
す
る
。

う
た
か
訓
　
た
か
叫
に
　
い
叫
と
も
　
カ
べ
ス
、
、
、
（
．
『
下
官
集
』
か
叫

り
こ
と
　
か
へ
し
）

キ
コ
耳
ク
リ
　
教
中
　
耳
（
駿
）

B
古
川
に
適
わ
ぬ
訂
正
箇
所
の
仮
名
づ
か
い
は
、
『
下
官
集
』
と
一
致
す
る
。

（
た
だ
し
、
親
鱈
も
ゆ
れ
て
い
る
）

ユ
可
・
ユ
耳
（
『
下
官
集
』
ゆ
○
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こ
の
結
果
、
親
蛸
の
訂
正
箇
所
の
仮
冬
つ
か
い
が
、
『
下
官
集
』
と
一
致
し
、

そ
れ
が
依
拠
し
た
と
言
わ
れ
る
平
安
時
代
の
旧
軍
予
期
と
同
じ
も
の
で
あ
る
傾

向
の
あ
る
こ
と
が
琴
え
る
。
で
は
、
訂
正
箇
所
で
示
さ
れ
た
仮
考
つ
か
い
が
、
遣

文
全
体
の
仮
考
つ
か
い
を
明
確
に
現
わ
し
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
。
次
に
、
具

体
的
に
見
て
い
く
。

三
、
助
詞
「
ヲ
」
の
仮
名
づ
か
い

親
任
の
独
特
な
仮
名
つ
か
い
の
ひ
と
つ
に
、
助
詞
「
ヲ
」
が
あ
る
。
論
文
①

で
、
単
独
で
用
い
る
時
は
「
ヲ
」
と
表
記
し
、
「
モ
・
バ
・
ヤ
」
等
と
校
合
す

る
時
は
、
「
オ
モ
・
オ
バ
・
オ
ヤ
」
等
と
「
オ
」
を
用
い
る
事
が
指
摘
さ
れ
、

こ
れ
を
承
け
て
、
論
文
⑧
で
『
草
稿
本
教
行
信
託
』
に
も
、
同
用
法
の
あ
る
事

が
証
さ
れ
、
論
文
⑧
で
『
尊
号
真
橡
銘
文
』
に
も
同
用
法
を
指
摘
さ
れ
た
。

㈹
書
写
年
代
と
の
関
係

こ
の
仮
名
づ
か
い
を
、
前
記
各
論
考
は
、
取
り
扱
っ
た
各
資
料
か
ら
、

①
吉
沢
博
士
＝
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
末
か
ら

◎
小
林
博
士
＝
康
元
元
年
以
前
（
『
草
稿
本
数
行
信
託
』
の
加
点
時
が
不
明

の
為
、
断
定
を
避
け
て
お
ら
れ
る
。
）

◎
山
内
氏
＝
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）

に
用
い
て
い
る
と
説
か
れ
る
。
『
親
梧
聖
人
責
蹟
儲
成
』
所
載
の
遺
文
全
般
か

ら
帰
納
す
る
と
、
一
番
時
期
の
早
い
『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
、
（
文
麿
二
年

三
二
三
五
》
、
六
十
三
歳
）
に
ま
で
、
そ
の
確
証
を
あ
げ
る
事
が
出
来
る
。

（
表
1
、
参
照
）
こ
の
用
法
が
、
更
に
若
い
時
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
か
ど

う
か
、
遺
文
を
見
得
な
い
現
時
点
で
は
断
定
出
来
な
い
が
、
『
草
稿
本
数
行
信

託
』
で
は
、
数
次
に
渋
る
加
点
中
、
「
何
等
チ
カ
非
ル
ヲ
ハ
邪
ヲ
ヤ
ト
戒
ヲ
ヤ
」

等
、
親
欝
に
と
っ
て
の
違
例
は
、
一
番
早
い
時
期
の
加
点
仮
名
に
偏
る
と
の
指

注
4

柏
も
あ
り
、
こ
の
事
が
、
若
い
時
期
の
用
法
と
何
か
関
係
が
あ
る
も
の
か
、
現

時
点
で
は
断
定
出
来
な
い
。
（
衷
1
の
数
字
は
用
例
数
）

ヲ　ヲ　ヲ　ヲ　ヲ　ヲ　ヲ
タ　シ　モ　カ　ヤ　モ　ハ
二二　フー　フ‾

オ　オ　オ　オ　オ
モ　カ　ヤ　モ　ハ
テ　　　　　　　 ！

年 】

齢

複　 合　 助　 言1°り

3 10　4　 63
1 6　 76

・I3　20　83
2 14　8　 83

唯信抄 （平仮名木
浄土和讃

浄土高僧和讃
遡 I画趣 茸

1　3 2 83 尊号頁係壷名東て画

1 1 亙 琶闘 （L
25　　 1　2 2　　　 5　2 旦 ＝痙垣麺 ＝＝＝

2　° 旦 書簡 （四）
3　5　20　　 1　2　4 1　8 19 69 10118584．一　西方持田抄

1 畢＿‾諒闇 ＿（八）
㌻ 85 書紆 （坦 ＝二二

2 85 コ当面つ謹）
2 7 85 唯信抄文意 （正月

0 13　85
2　 85

一念多念文意
正橡末法和語

1　4 3　6 亙 尊号裏橡銘文 （広

1 91 書　 簡 （ヨ

－15－



伺
書
簡
、
自
著
と
、
他
者
の
著
書
を
転
写
し
た
も
の
と
の
関
係

遺
文
中
、
『
唯
信
抄
』
と
『
西
方
指
南
抄
』
と
は
、
親
鸞
が
他
者
の
著
宙
を
転

写
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
、
同
じ
法
然
門
下
の
兄
弟
子
に
当
る
聖
覚
法
印

の
著
書
で
あ
る
。
奥
書
か
ら
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
書
か
れ
、
当
時
四

十
九
歳
で
関
東
に
在
っ
た
親
記
は
、
こ
の
書
に
接
し
傾
倒
し
、
自
ら
書
写
し
て

注
5

は
弟
子
に
与
え
、
現
存
本
だ
け
で
も
四
本
が
自
筆
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

後
者
は
、
師
法
然
の
言
行
録
、
法
語
、
書
簡
等
を
親
記
が
編
纂
し
書
写
し
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
二
書
と
も
、
助
詞
「
ヲ
」
の
複
合
形
の
仮
名
づ
か

い
は
、
書
簡
や
自
著
の
用
法
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
親
鸞
が
、
他
者
の
著

書
等
を
転
写
す
る
際
に
も
、
自
己
の
独
特
の
用
法
を
用
い
た
事
を
示
し
て
い

る
。『
西
方
指
南
抄
』
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
例
を
見
る
。
複
合
助
詞
の
独
特
な

「
オ
ハ
＝
川
　
オ
モ
＝
6
9
　
オ
ヤ
＝
1
9
」
例
に
対
し
．
、
「
ヲ
ハ
＝
4
　
ヲ
モ
＝

2
　
ヲ
ヤ
＝
1
」
は
少
例
で
あ
る
。
『
西
方
指
南
抄
』
所
載
の
法
然
書
簡
二
通

に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、

「
L
や
う
如
ば
う
へ
御
消
息
」
　
（
下
本
九
一
～
一
三
l
）

○
ヲ
ヤ
＝
コ
ト
ワ
リ
列
刊
・
申
ヒ
ラ
キ
・
候
ト
（
下
本
一
二
九
－
1
）

○
オ
ヤ
＝
4
例

「
お
は
こ
の
太
郎
へ
御
返
事
」
　
（
下
本
三
二
～
九
〇
）

丁

ク

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

ォ

ム

○
ヲ
ハ
＝
怒
ヲ
ハ
・
サ
レ
ハ
・
仏
ノ
・
御
コ
＼
ロ
ニ
（
下
本
八
二
－
5
）

○
オ
ハ
＝
1
5
例

○
ヨ
ク
、
、
・
往
生
引
せ
・
ネ
カ
ヒ
・
念
仏
オ
モ
・
パ
ケ
マ
セ
（
下
本
八
九
●

3
）

○
オ
モ
＝
1
6
例

「
オ
ヤ
・
オ
ハ
・
オ
モ
」
の
仮
名
づ
か
い
が
多
い
。
法
然
自
筆
の
書
簡
に
お
け

る
、
こ
の
仮
名
づ
か
い
が
問
題
と
な
る
が
、
法
然
書
簡
に
本
用
法
が
認
め
ら
れ

な
い
な
ら
ば
、
『
西
方
指
南
抄
』
は
、
親
記
独
特
の
表
記
と
言
い
得
る
。

㈹
親
記
を
取
り
巻
く
人
々
と
の
関
係

で
は
、
こ
の
複
合
助
詞
の
仮
名
づ
か
い
が
、
師
法
然
上
人
の
直
撃
書
簡
に
存

し
て
い
る
か
ど
う
か
。
1
例
の
み
、
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
親
匿

の
夫
人
、
恵
信
尼
の
書
簡
に
は
見
え
な
い
。
親
鷲
に
近
侍
し
た
弟
子
の
中
に

は
、
わ
ず
か
に
同
じ
用
法
を
使
っ
て
い
る
者
が
居
る
様
に
見
え
る
。
そ
の
弟
子
注
8

で
あ
る
蓮
位
、
浄
信
は
、
親
密
帰
洛
後
に
そ
の
側
に
侍
し
た
、
洛
中
居
住
弟
子

で
あ
り
、
師
の
用
法
を
学
ん
だ
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
所
で
、
『
興
福
寺
本

往
生
要
集
』
に
「
オ
ハ
　
（
2
）
オ
カ
　
（
1
）
オ
ヤ
　
（
2
）
オ
シ
テ
　
（
1
）
」
が

注
7

存
し
、
親
鸞
の
仮
名
つ
か
い
と
切
類
似
が
指
摘
さ
れ
た
。
『
往
生
要
集
』
は
境

川
の
繹
幅
の
著
で
あ
り
、
横
川
は
若
く
親
鸞
が
常
行
三
昧
堂
で
修
行
し
た
か
と
一

言
わ
れ
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
の
両
者
の
関
係
は
断
定
出
来
な
　
1
6

い

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

往
9

法
然
上
人
自
筆
書
簡
「
熊
谷
直
実
遥
生
へ
つ
か
わ
す
御
返
事
」
（
年
次
不
詳
）

○
を
は
　
＝
こ
と
し
な
ん
と
封
咄
（
弘
行
）

○
を
も
　
＝
お
こ
な
ひ
封
引
（
1
3
行
）

○
お
か
は
＝
そ
の
ほ
か
に
は
な
に
こ
と
封
創
面
（
4
6
行
）

恵
信
尼
の
書
簡
（
第
一
・
二
通
は
彼
女
7
5
歳
、
親
記
糾
歳
、
第
三
～
十
通
は

彼
女
8
2
～
0
0
7
歳
）

○
を
は
　
＝
5
例
　
○
を
も
＝
1
例
　
○
を
し
て
＝
1
例

慶
信
か
ら
親
蜜
へ
の
書
簡

○
ヲ
モ
＝
場
所
ノ
不
浄
列
強

注
1
0

蓮
位
か
ら
慶
信
へ
の
書
簡

0
ヲ
モ
テ
＝
御
自
身
列
可
デ



○
オ
ソ
　
川
オ
ホ
セ
候
オ
ソ

浄
信
か
ら
親
密
へ
の
書
簡

○
オ
ハ
　
＝
バ
カ
ラ
ヒ
刺
べ

⇔
片
仮
名
、
平
仮
名
に
お
け
る
表
記
の
関
係

遺
文
中
、
『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
と
書
簡
と
は
、
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い

る
。
壷
間
中
、
「
ヲ
」
の
複
合
助
詞
が
見
え
る
六
通
の
中
で
、
書
簡
臼
に
一
例

「
お
も
」
が
見
え
る
他
は
、
書
簡
の
こ
の
仮
名
つ
か
い
は
、
他
の
遺
文
と
異
な

っ
て
「
を
は
・
を
も
・
を
も
て
」
で
あ
る
。
同
じ
平
仮
名
表
記
で
あ
る
『
唯
信

注
1
1

抄
』
平
仮
名
本
で
は
、
独
特
な
「
お
は
・
お
も
・
お
や
」
の
み
で
あ
る
の
で
、

「
助
詞
『
を
』
の
こ
の
特
異
な
表
記
法
は
片
仮
名
文
章
の
ば
あ
い
だ
け
の
も
の

注
1
2

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
説
は
、
あ
て
は
ま
ら
な
い
様
で
あ
る
。
そ

れ
に
し
て
も
、
書
簡
に
の
み
、
親
健
は
こ
の
独
特
な
仮
名
づ
か
い
を
実
行
し
て

い
な
い
の
は
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
書
簡
は
、
遺
文
中

で
、
親
記
本
来
の
も
の
が
表
出
し
易
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
仮
名
づ

か
い
も
、
彼
独
特
の
表
記
法
が
現
わ
れ
て
い
て
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、

実
態
は
逆
で
あ
る
。
今
仮
に
、
「
晴
・
距
」
と
い
う
遺
文
の
性
格
で
考
え
て
見

る
と
、
宗
教
家
に
と
っ
て
、
社
会
を
強
く
意
識
し
、
読
者
に
多
数
を
想
定
し
て

教
義
を
説
く
も
の
が
、
言
わ
ば
「
暗
」
の
遺
文
に
あ
た
り
、
一
個
人
に
親
し
く

語
り
か
け
る
書
簡
が
「
蟹
」
の
遺
文
に
あ
た
ろ
う
。
「
晴
」
の
文
章
で
は
、
自

己
主
張
と
し
て
、
自
分
の
創
り
あ
げ
た
独
特
な
も
の
で
強
調
し
、
仮
名
づ
か
い

に
お
い
て
も
、
独
特
な
用
法
を
用
い
て
い
る
訳
で
あ
ろ
う
か
。
校
合
助
詞
「
ヲ
」
の

仮
名
づ
か
い
を
、
親
密
が
ど
う
意
識
し
て
い
た
か
。
書
簡
に
存
在
し
な
い
事
実

は
、
偶
然
を
越
え
た
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
、
以
後
の
帰
納
が
示
す
よ

う
に
、
書
簡
に
お
け
る
仮
名
づ
か
い
が
、
他
の
遺
文
類
と
異
な
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
助
詞
「
ヲ
」
だ
け
で
あ
り
、
書
簡
に
、
親
鸞
が
特
に
地
の
遺
文
と
異

な
る
意
識
を
持
っ
て
い
た
と
断
定
も
出
来
な
い
。

以
下
、
番
街
の
例
を
掲
げ
る
。

書
簡
臼

○
そ
し
る
入
組
も
l
に
く
み
（
8
3
行
）
○
こ
1
ろ
到
引
可
（
1
2
行
）

書
瀾
㈲

〇
十
念
利
引
せ
ん
は
（
1
8
行
）
　
○
ひ
と
こ
ゑ
劃
引
と
な
へ
（
1
7
行
）

書
簡
㈹

○
ま
こ
と
の
信
心
の
入
射
べ
（
2
0
行
）

書
簡
の

○
天
上
信
心
劃
べ
（
7
行
）
　
○
ま
こ
と
の
信
心
萄
叫
（
1
8
行
）

書
簡
㈹

○
み
ろ
く
が
笥
（
1
0
行
）
　
　
○
真
実
信
心
を
え
た
る
人
材
司
（
1
2
行
）

宙
簡
由

○
こ
の
も
の
と
も
封
引
（
1
9
行
）

四
、
語
頭
「
オ
」
の
仮
名
づ
か
い

複
合
助
詞
「
オ
ハ
・
オ
ヤ
・
オ
モ
」
等
の
仮
名
つ
か
い
は
何
に
拠
っ
て
い
る

注
1
3

の
か
。
論
文
◎
で
「
二
音
節
以
上
か
ら
成
る
単
語
の
第
一
音
節
に
は
『
オ
』
が

注
1
4

用
い
ら
れ
る
」
と
い
う
事
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
古
用
で
、
ア
行
の
「
オ
」
で

表
記
さ
れ
る
語
は
無
論
、
古
用
で
り
行
の
「
ヲ
」
で
表
記
さ
れ
る
語
も
亦
、
第

二
日
節
は
「
オ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
『
草
稿
本
数
行
信
託
』
か
ら
帰
納
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
、
『
唯
信
抄
』
　
西
本
願
寺

本
、
『
唯
信
抄
文
意
』
正
月
十
一
日
本
、
『
一
念
多
念
文
意
』
、
書
簡
、
『
西

方
指
南
抄
』
　
『
三
種
和
讃
』
に
お
い
て
、
語
頭
「
オ
」
の
実
態
を
見
る
と
、
A

昔
用
「
ヲ
」
を
「
オ
」
と
表
記
す
る
も
の
が
、
各
遺
文
に
見
え
る
の
に
対
し
て

17



B
古
用
「
オ
」
を
「
ヲ
」
と
表
記
す
る
も
の
は
、
次
の
二
例
が
見
え
る
の
み
で

あ
る
。○
申
匂
剖
て
　
（
古
館
由
－
8
）

○
申
利
か
す
候
（
書
簡
臼
1
2

こ
の
実
態
か
ら
、
親
鰐
に
お
け
る
語
頭
「
オ
」
の
仮
名
づ
か
い
が
、
各
遺
文
共
通

に
、
明
確
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
に
、
親
鑑
が
拠
っ
た
所
を
読
み
と
る

事
が
出
来
る
。
右
の
「
申
劃
剖
て
・
吼
利
か
す
」
も
、
複
合
動
詞
と
見
れ
ば
、

「
を
く
（
笛
マ
」
は
、
語
頭
と
は
な
ら
ず
、
こ
の
規
範
は
、
ま
す
ま
す
確
か
に

実
行
さ
れ
て
い
た
事
に
な
る
。
し
か
も
、
遺
文
中
の
書
写
年
齢
の
早
い
時
期
の

も
の
か
ら
実
行
さ
れ
て
い
る
点
、
何
自
著
以
外
の
他
者
の
著
古
を
転
写
し
た
も

の
に
も
実
行
さ
れ
て
い
る
点
、
H
片
仮
名
、
平
仮
名
の
両
表
記
に
実
行
さ
れ
て

い
る
点
も
指
摘
出
来
る
訳
で
あ
る
。

こ
の
、
語
頭
に
「
オ
」
を
置
く
規
範
か
ら
す
る
と
、
複
合
助
詞
「
オ
ハ
・
オ

モ
，
オ
ヤ
・
オ
カ
」
に
つ
い
て
、
一
語
意
識
が
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

に
対
し
て
「
ヲ
モ
テ
・
ヲ
シ
テ
・
ヲ
タ
ニ
」
は
、
そ
の
意
識
が
弱
か
っ
た
よ
う

注
1
5

で
あ
る
。
「
ヲ
モ
」
と
裏
記
さ
れ
た
場
合
、
行
末
に
助
詞
「
ヲ
」
が
来
た
時
、

「
ヲ
」
と
小
字
で
表
記
さ
れ
、
改
行
し
た
行
朝
に
は
「
モ
」
が
大
字
で
表
記
さ

れ
て
、
「
ヲ
」
と
「
モ
」
を
分
割
し
よ
う
と
し
た
例
が
あ
る
事
か
ら
も
窺
え

る
。

】
改
行

○
往
生
ヲ
モ
・
ネ
カ
ヒ
・
念
仏
オ
モ
（
『
西
方
指
南
抄
』
下
本
八
九
－
3
）

で
は
、
ノ
何
故
・
二
音
節
以
上
（
助
詞
を
含
む
）
の
語
の
語
頭
に
「
オ
」
を
表

記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
親
鱈
独
自
の
考
え
で
成
さ
れ
た
も
の
と
断

定
し
て
よ
い
か
。
あ
る
い
は
、
『
興
福
寺
本
往
生
要
集
』
で
、
「
オ
ハ
ル
、
オ

シ
フ
、
オ
シ
ム
、
オ
カ
ス
、
オ
フ
、
オ
ソ
シ
」
等
、
古
用
「
ヲ
」
を
「
オ
」
と

表
記
し
て
い
る
事
実
が
あ
り
（
鈴
木
一
男
氏
御
指
摘
・
注
7
）
、
こ
れ
を
宙
写

し
た
環
境
に
お
い
て
放
さ
れ
て
い
た
も
の
か
。
あ
る
い
は
、
当
期
「
上
に
か
く

お
、
下
に
か
く
を
」
と
い
う
「
位
置
の
原
則
」
が
あ
っ
た
と
す
る
『
和
歌
大

l

、

1

ト

網
』
等
と
如
何
に
係
わ
る
の
か
、
現
時
点
で
は
結
論
が
出
せ
な
い
。

五
、
仮
名
づ
か
い
の
一
定
性

助
詞
「
ヲ
」
と
語
頭
「
オ
」
の
仮
名
づ
か
い
以
外
に
は
、
論
文
①
と
◎
で
、

①
ヲ
辞
の
場
合
の
や
う
な
決
定
的
な
も
の
で
は
無
い
が
、
家
は
イ
ヱ
、
撥
は

イ
ヱ
ト
そ
、
云
リ
は
イ
ヘ
リ
と
書
く
と
い
ふ
や
う
に
、
稀
薄
な
が
ら
も
同
形

は
同
一
の
仮
名
で
表
は
さ
う
と
い
ふ
考
が
有
っ
た
や
う
で
あ
る
が

⑧
「
同
形
は
同
一
の
仮
名
で
表
は
さ
う
」
と
い
う
考
え
が
ど
の
程
度
ま
で
意

識
さ
れ
た
の
か
疑
問
で
あ
る

と
、
説
か
れ
て
い
る
。
①
「
稀
薄
な
が
ら
」
と
か
、
◎
「
ど
の
程
度
ま
で
意
識

さ
れ
た
の
か
疑
問
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
仮
名
づ
か
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

具
体
的
な
語
の
分
析
に
入
る
前
に
、
全
般
的
な
傾
向
を
把
握
し
て
お
く
。

日
間
一
語
の
仮
名
づ
か
い
の
一
定
性
に
つ
き

脚
A
古
用
に
通
う
B
古
用
に
適
わ
ぬ
、
仮
名
づ
か
い
の
使
用
傾
向
に
つ
き

取
り
扱
う
遺
文
は
『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
、
『
唯
信
抄
』
西
本
願
寺
本
、
『
唯
信

抄
文
意
』
　
『
一
念
多
念
文
意
』
、
睾
輿
　
『
西
方
指
南
抄
』
で
凍
る
。

〓
同
一
語
の
仮
名
づ
か
い
の
一
定
性
に
つ
い
て

論
文
③
の
根
拠
は
、
「
ス
ナ
ベ
チ
　
ネ
カ
引
　
バ
カ
ラ
升
　
ム
カ
オ
　
ヒ
ト

可
ニ
ワ
キ
マ
可
　
ヲ
シ
ヘ
　
ヲ
「
ク
ル
ポ
ス
　
キ
利
ヒ
　
ト
射
（
遠
）
」

の
語
に
、
「
ヒ
ト
ツ
ー
ヒ
ト
サ
こ
の
如
く
両
用
の
仮
名
つ
か
い
あ
る
と
言

う
事
実
に
些
つ
い
て
い
る
。
同
三
門
に
お
け
る
両
用
表
記
語
の
存
在
は
、
「
『
同
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形
は
同
l
の
仮
名
で
表
は
さ
う
』
と
い
う
考
え
が
ど
の
程
度
ま
で
意
識
さ
れ
た

の
か
疑
問
で
あ
る
」
と
言
う
説
に
結
び
つ
く
が
、
こ
の
説
は
、
以
下
に
挙
げ
る

1
視
点
を
考
慮
さ
れ
た
後
に
発
言
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
両
用
表
記
語

は
、
一
定
の
仮
名
づ
か
い
で
統
一
さ
れ
て
い
る
語
と
の
対
比
に
お
い
て
、
如
何

な
る
比
率
で
存
在
す
る
の
か
。
更
に
、
両
用
表
記
語
も
、
そ
の
各
語
毎
に
一
様

の
仮
名
が
偏
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
と
い
う
点
で
あ
る
。

以
下
、
六
遺
文
中
の
両
用
表
記
語
の
検
討
を
試
み
る
。
両
用
表
記
語
は
、

「
ハ
・
ワ
」
＝
4
1
異
語
、
「
ヒ
・
ヰ
・
イ
」
＝
1
0
異
語
、
「
フ
・
ウ
」
＝
7
異
語

「
へ
・
ヱ
・
エ
」
”
4
0
異
語
、
「
ホ
・
ヲ
・
オ
」
＝
5
異
語

が
見
え
る
。
こ
の
両
用
表
記
語
の
仮
名
づ
か
い
の
実
態
を
A
盲
用
に
適
う
B
古

用
に
適
わ
ぬ
、
C
偏
り
が
見
え
ぬ
、
と
言
う
傾
向
に
分
類
す
る
。
そ
の
結
果
、

遺
文
で
は
、
同
一
語
で
両
用
表
記
の
あ
る
語
は
、
A
古
用
に
通
う
、
か
B
古
用
に

適
わ
な
い
か
の
ど
ち
ら
か
に
、
仮
名
づ
か
い
が
偏
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
傾
向

が
現
え
る
。

ム
カ
可
リ
　
（
6
）
ム
カ
耳
リ

ナ
利
　
　
（
坐
ナ
ヲ
l

B
古
用
に
適
わ
ぬ
傾
向
の
語

カ
タ
引
ラ
（
5
）
カ
タ
ハ
ラ

ス
ナ
男
チ
（
鵬
）
ス
ナ
ハ
チ

バ
カ
ラ
不
（
8
）
　
バ
カ
ラ
幻

マ
オ
ス
　
（
多
）
　
マ
動
ス

オ
ン
耳
　
（
鬱
オ
シ
可

（
2
）
　
ト
ホ
ル
　
（
5
）
　
ト
オ
ル
　
（
1
）

（
l
）
　
ネ
カ
ベ
ム
　
（
1
7
）
ネ
カ
引
ム
　
（
5
）

（
1
）
　
サ
到
り
障
（
6
）

（
2
）
　
キ
オ
有
　
（
3
）

（
3
）
　
タ
引
ト
シ
（
5
）

（
2
）
　
イ
可
ト
モ
　
（
9

（
8
）
　
ユ
可
　
　
（
2
5
）

サ
ハ
リ
　
（
1
）

キ
オ
可
　
（
1
）

夕
刊
ト
シ
（
1
）

イ
へ
l
ト
モ
（
4
）

ユ
耳
　
　
（
3
）

C
偏
り
が
見
え
ぬ
語
（
用
例
が
2
以
下
の
語
1
8
語
は
省
略
）

A
古
用
に
通
う
傾
向
の
語

キ
ラ
パ
ス
（
8
）
キ
ラ
刊
スl
（
2
）

ア
イ
レ
ミ
（
1
0
）
ア
引
レ
ミ
（
3
）

オ
ペ
リ
（
8
）
オ
到
り
（
2
）

ク
ペ
シ
ク
（
9
）
ク
刊
シ
ク
（
3
）

ツ
カ
パ
ス
（
4
）
ツ
カ
引
ス
（
1
）

ト
ヒ
（
問
）
（
誓
ト
不
（
1
）

ウ
タ
カ
到
．
（
3
）
ウ
タ
カ
引
（
1
）

ト
列
（
問
）
（
型
ト
引
（
1
）

ウ
可
（
望
ウ
エ
（
9
）

カ
ム
カ
づ
ア
（
7
）
ヵ
ム
カ
事
丁
（
1
） ア

ハ
ス
ル

イ
ハ
ム

オ
ハ
ル

ク
マ
ハ
ス

イ
ト
ヒ

ヨ
ハ
ヒ
テ

カ
ナ
フ

イ
可
ル

カ
叫
ル

ヒ
ト
へ
ニ

（
5
）
　
ア
ワ
ス
ル
　
（
1
）

（
禦
イ
引
ム
　
（
2
）

（
型
オ
引
ル
　
（
5
）

（
5
7
）
ク
マ
引
ス
（
1
）

（
3
）
　
イ
ト
イ
　
（
1
）

（
3
）
　
ヨ
ハ
有
テ
（
1
）

（
5
）
カ
ナ
引
　
（
1
）

（
1
3
1
）
イ
耳
ル
　
（
1
3
）

（
8
）
カ
耳
ル
　
（
l
）

（

2

1

）

ヒ

ト

サ

二

1

）

ア
ラ
パ
ス
　
（
2
4
）

ヨ
刊
シ
　
（
1
2
）

ブ
タ
可
　
（
3
）

コ
タ
ゴ
ア
（
5
）

タ
ト
へ
ハ
　
（
1
2
）

そ
の
他
、
ヤ
行
動
詞

ア
ラ
ワ
ス
　
（
3
4
）

ヨ
ペ
シ
　
（
5
）

ア
タ
耳
テ
（
3
）

コ
タ
事
ア
（
1
1
）

タ
ト
耳
ハ
　
（
7
）

「
オ
ホ
エ
ヌ
　
（
3
2
）

ク
司
へ
　
（
5
）
ク
功
へ
　
（
1
2
）

チ
カ
引
　
（
3
）
チ
カ
有
　
（
3
）

ク
ハ
イ
　
（
7
）
ク
ハ
耳
　
（
6
）

ソ
ナ
可
　
（
3
）
ソ
ナ
耳
　
（
4
）

ト
ナ
可
　
（
1
7
）
ト
ナ
耳
　
（
聖

オ
ホ
可
ヌ
　
（
7
）
、
キ
コ
耳
（
1
5
）
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キ
コ
可
（
5
）
」
等
は
「
エ
」
と
表
記
す
る
傾
向
に
見
え
る
。

次
に
、
各
遺
文
毎
に
、
両
用
表
記
語
の
存
在
を
見
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ

る
。
各
遺
文
と
も
、
一
様
で
表
記
さ
れ
て
い
る
語
よ
り
少
な
い
。

『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
　
　
6
3
歳
　
両
用
表
記
語
1
0

『
唯
信
砂
』
西
本
願
寺
本
　
8
3
歳
　
　
両
用
表
記
語
6

『
唯
信
抄
文
意
』

『
一
念
多
念
文
意
』

8
5
歳
　
　
両
用
表
記
語
9

萬
歳
　
両
用
表
記
語
5

一
様
表
記
語
8
0

一
様
表
記
語
間

一
様
表
記
語
8
3

一
腰
表
記
語
7
2



啓
　
箇
　
　
　
　
　
　
7
1
～
9
1
歳
　
両
用
表
記
語
1
0
一
様
表
記
語
6
4

『
西
方
指
南
抄
』
　
　
　
　
8
4
・
8
5
歳
　
両
用
表
記
語
6
2
一
様
表
記
語
3
6
2

以
上
か
ら
、
両
用
表
記
語
は
そ
れ
ぞ
れ
、
一
定
の
仮
名
づ
か
い
を
実
行
す
る

傾
向
に
あ
る
。
親
悟
に
お
い
て
は
「
同
形
は
同
一
の
仮
名
で
表
は
さ
う
」
と
い

う
傾
向
が
か
な
り
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
調
査
し
た
六
遺
文
に
関
し
て

的
書
写
年
代
と
仮
名
づ
か
い
の
揺
れ
の
度
合
は
、
関
係
な
い
と
言
え
る
。

し
か
し
、
青
壮
年
代
で
の
仮
名
づ
か
い
が
、
晩
年
の
も
の
と
同
様
で
あ
っ
た
も

の
か
ど
う
か
。
現
在
解
明
し
得
な
い
所
で
あ
る
。

何
番
間
や
自
著
と
、
他
者
の
著
吾
を
転
写
し
た
も
の
と
の
関
係

の
片
仮
名
、
平
仮
名
に
お
け
る
表
記
の
関
係

こ
の
二
点
も
、
㈹
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

国
『
下
官
集
』
と
、
親
控
の
両
用
表
記
語
と
の
比
較

親
記
遺
文
の
同
一
語
に
両
用
の
仮
名
を
使
用
す
る
語
は
、
『
下
官
集
』
所
載

語
と
．
一
致
す
る
も
の
が
多
い
。
親
鱈
に
お
い
て
、
仮
名
づ
か
い
の
揺
れ
て
い
る

語
は
、
ま
た
、
定
家
に
と
っ
て
も
関
心
の
あ
っ
た
語
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、

両
者
の
仮
名
づ
か
い
が
一
致
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の
が
1
2
語
、
一
致
し
な
い
傾

向
に
あ
る
も
の
が
3
語
、
l
I
親
梧
遺
文
の
用
例
か
ら
は
、
そ
の
仮
名
づ
か
い
の
傾

向
が
わ
か
ら
な
い
も
の
が
5
語
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
『
下
官
集
』
と
一
致
す
る

語
が
多
く
ハ
古
用
と
も
一
致
す
る
割
合
が
多
い
と
い
う
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

A
『
下
官
集
』
と
一
致
す
る
傾
向
の
語

ウ
タ
カ
幻
　
カ
ナ
オ
　
ト
フ
　
イ
ヘ
リ
　
ウ
ヘ
　
カ
ス
へ
テ
　
カ
へ
ナ
ス

カ
ヘ
ル
　
　
タ
ト
へ
ハ
　
ム
カ
ヘ
リ
　
　
ユ
ヘ
　
巾
を
き
て

B
『
下
官
集
』
と
一
致
し
な
い
傾
向
の
語

イ
ヱ
ト
モ
　
コ
タ
エ
テ
　
オ
シ
エ

C
親
鰹
の
仮
名
づ
か
い
が
一
定
し
て
い
な
い
語

ク
ハ
エ
テ
　
ク
ハ
へ
テ
　
コ
コ
ロ
耳
　
コ
コ
ロ
ヘ
　
ス
ヱ
　
ス
エ

ソ
ナ
耳
テ
　
ソ
ナ
へ
　
ツ
タ
へ
テ
　
ツ
タ
叫
テ

佃
A
古
用
北
通
う
B
古
用
に
適
わ
ぬ
仮
名
つ
か
い
の
使
用
傾
向
に
つ
い
て

A
古
用
に
通
う
仮
名
づ
か
い
（
六
遺
文
の
各
異
語
数
を
加
え
た
数
。
ヤ
行
動

詞
は
除
く
）

「

ハ

」

＝

間

　

「

ワ

」

＝

6

　

「

ヒ

」

＝

Ⅲ

　

「

ヰ

」

＝

1

8

「

フ

」

＝

9

9

　

「

ウ

」

＝

1

0

　

「

へ

」

＝

1

0

3

　

「

ヱ

」

＝

7

　

「

エ

」

＝

1

8

「

ホ

」

＝

4

0

B
古
用
に
適
わ
ぬ
仮
名
づ
か
い

「

バ

ー

ワ

」

＝

川

　

「

ワ

ー

ハ

」

＝

6

「

ヒ

ー

イ

」

＝

2

6

　

「

ヰ

ー

イ

」

＝

6

「

7

1

ウ

」

＝

1

7

　

「

ウ

ー

フ

」

＝

8

「

へ

1

ヱ

」

＝

5

　

「

ヱ

1

へ

」

＝

8

　

「

エ

ー

へ

」

＝

7

「

へ

1

エ

」

＝

5

6

　

「

ヱ

ー

エ

」

＝

3

「

ホ

ー

ヲ

」

＝

5

　

「

ポ

ー

オ

」

＝

1

0

以
上
の
結
果
か
ら
、
古
用
「
ハ
」
を
「
ワ
」
と
表
記
す
る
も
の
が
多
い
事
が
わ

か
る
が
、
そ
れ
以
外
は
、
古
用
に
通
う
仮
名
づ
か
い
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

全
般
的
に
は
、
こ
の
傾
向
が
親
哲
の
仮
名
づ
か
い
の
傾
向
と
言
え
る
が
、
各
語

毎
に
見
る
と
、
古
用
に
適
わ
ぬ
語
も
、
適
わ
ぬ
一
語
毎
の
一
定
性
が
あ
る
事
は

既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
前
記
論
文
①
①
で
「
矧
珊
瑚
が
引
田
同
形
は
同
一
の

仮
名
で
表
は
さ
う
と
い
ふ
考
が
有
っ
た
」
、
「
『
同
形
は
同
一
の
仮
名
で
裏
は

さ
う
』
と
い
う
考
え
が
d
創
痢
尉
官
薗
感
謝
到
れ
d
d
か
痢
矧
葡
劇
副
」
と
説
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か
れ
た
親
密
の
仮
名
づ
か
い
は
、
以
上
見
た
通
り
、
そ
の
一
定
性
が
確
か
め
ら

れ
る
、
傾
向
の
も
の
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
傍
線
筆
者
）
。

六
、
「
ヱ
」
　
「
ヰ
」
の
仮
名
づ
か
い

藤
原
定
家
は
、
語
頭
に
の
み
「
ヱ
」
と
「
江
（
ヤ
行
）
」
、
「
ヰ
」
と
「
イ
」

注
1
7

の
語
音
の
区
別
を
保
持
し
、
語
中
で
は
区
別
を
失
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
十

一
歳
年
少
の
親
階
に
お
い
て
は
、
語
頭
の
こ
の
区
別
が
か
な
ら
ず
L
も
明
確
で

な
い
瀬
戸
ざ
わ
で
あ
っ
た
ろ
う
と
も
言
わ
れ
る
。
で
は
、
そ
う
い
う
状
況
下
で

の
、
具
体
的
な
仮
名
づ
か
い
の
実
態
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず

「
ヱ
」
　
「
ヰ
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

用
語
中
「
ヱ
」

A
古
用
に
適
う
仮
名
づ
か
い
　
（
数
字
は
用
例
数
）

『
唯
信
抄
』
西
本
願
寺
本
　
チ
可
（
1
）

『
唯
信
抄
』
西
本
願
寺
本

『
唯
信
抄
文
意
』

『
一
念
多
念
文
意
』

書
簡
『
西
方
指
南
抄
』

「

へ

1

ヱ

」

『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本

『
唯
信
抄
』
西
本
願
寺
本

≡
念
多
念
文
意
』

『
西
方
指
南
抄
』

ユ
へ
　
（
2
4
）

ユ
叫
（
鬱

ユ
へ
　
（
1
9
）

ゆ
叫
（
1
3
）

ユ
ー
へ
l
　
（
誓

い
ゑ
と
も

イ
ヱ
ト
モ

イ
ヱ
ト
モ

イ
ヱ
ト
モ

カ
ル
カ
ユ
へ
ニ
（
1
）

カ
ル
カ
ユ
叫
一
l
　
（
l
）

A
古
用
に
通
う
「
チ
耳
（
知
恵
）
　
コ
ヱ
l
（
声
）

（3）（4）（1）

（
5
9
）
イ
可
（
家
）
　
（
6
）

ヒ
ト
コ
耳
」
と
、
B
古
用
に
退

わ
な
い
「
ユ
へ
　
（
故
）
カ
ル
カ
止
へ
ニ
イ
ヱ
　
（
家
）
イ
ヱ
ト
モ
」
と
の
二
様

の
仮
名
づ
か
い
が
、
各
語
毎
に
統
一
さ
れ
て
い
る
標
で
あ
る
。
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『
一
会
多
念
文
意
』

事
箇

『
西
方
指
南
抄
』

（
末
）
　
（
1
）

コ
耳
（
1
）
ヒ
ト
コ
判
（
1
）

ひ
と
こ
創
（
3
）

コ
叫
（
2
2
）
　
コ
ス
叫
（
2
）
　
ス
叫
（
据
）
（
1
）

佃
ヤ
行
動
詞

『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
　
い
剋
（
振
）

B
古
用
に
適
わ
ぬ
仮
名
づ
か
い

「
ユ
ー
エ
」

『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本

書
簡

『
西
方
指
南
抄
』

「

ヱ

1

へ

」

ゆ
え
に
　
（
1
）
　
ゆ
え
は
∴
1
）

ユ

エ

（

1

）

ス

エ

（

1

）

『
唯
信
抄
文
意
』

『
一
念
多
念
文
意
』

宙
惰

タ
エ
ス
　
（
絶
）

タ
へ
ク
リ

タ
エ
ス

キ
エ
ス

お
は
剥

き
こ
え

、（2）

（2）（1）

（4）

（1）（1）（1）

ヤ
行
動
詞
に
「
エ
」

の
仮
名
を
使
用
す
る
傾
向
が
あ
り
、

き
こ
え
た
り
　
（
1
）

コ
耳
テ
（
越
）
（
3
）

、
、
ユ
タ
リ
　
（
1
）

コ
エ
テ
　
　
（
2
）

ミ
耳
．
（
見
）
　
（
1
）

み
ガ
　
　
　
（
4
）

き
こ
叫
　
　
（
1
）

「
タ
叫
（
絶
）
（
l
）

『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本
　
　
ゆ
へ
　
（
1
1
）

き
こ
へ
　
（
問
）
　
（
1
）
」
と
「
へ
」
の
仮
名
も
見
え
る
。
「
越
ゆ
・
報
ゆ
」
は

注
1
8

ア
行
動
詞
に
転
化
さ
せ
て
い
る
と
指
摘
も
あ
る
が
ヤ
行
の
動
詞
と
し
て
お
く
。



一
糊
語
中
「
ヰ
」

A
古
用
に
通
う
仮
名
づ
か
い

『
唯
信
抄
』
平
仮
名
本

『
唯
信
抄
』
西
本
願
寺
本

『
唯
信
抄
文
意
』

『
一
念
多
念
文
意
』

普
簡
『
西
方
指
南
抄
』

B
古
用
に
適
わ
ぬ
仮
名
づ
か
い

「
ヰ
ー
イ
」

『
唯
信
抄
』
西
本
頗
寺
本

『
唯
信
抄
文
意
』

書
簡
『
西
方
指
南
抄
』

「
ヒ
ー
ヰ
」

『
西
方
指
南
抄
』

A
古
用
に
通
う
「
タ
ラ
判
（
位
）

も
ち
ゐ
す
（
1
）

ク
ラ
ヰ
　
（
2
）

ク
ラ
劃
（
2
）

ク
ラ
判
（
1
6
）

く
ら
融
（
6
）
・

ク
ラ
ヰ
　
（
2
）

モ
チ
ヰ
　
（
2
）

を
チ
判
（
1
）

ク
ラ
ヰ
　
（
1
）

モ
チ
句
（
1
0
）

マ
イ
リ
テ
　
（
1
）

マ
引
フ
セ
　
（
1
）

ま
川
ら
す
、
ま
頼
り
あ
ふ
（
1
4
）

マ
有
ラ
ス
　
（
6
0
）

シ
叫
テ
（
2
）
チ
判
サ
キ
（
l
）

モ
チ
叫
ル
　
（
用
）
」
と
、
B
古
用
に
適
わ
ぬ

「
マ
イ
ル
」
と
の
二
様
の
仮
名
づ
か
い
が
、
各
語
毎
に
統
一
さ
れ
て
い
る
様
で

あ
る
。
「
シ
判
テ
（
強
）
」
は
、
『
西
方
指
南
抄
』
に
「
シ
引
ア
（
2
）
」
も

あ
り
、
揺
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。

糾
語
頭
「
ヱ
」
　
「
ヰ
」

論
文
◎
◎
で
、
語
頭
「
ヱ
」
の
語
音
の
区
別
は
、
失
わ
れ
て
い
た
l
か
、
と
説

か
れ
る
。
可
テ
（
剋
）
　
『
一
念
多
念
文
意
』
　
『
革
葡
本
教
行
信
託
』

可
ト
（
戌
土
）
　
『
唯
信
抄
文
意
』

右
の
指
摘
以
外
に
、
「
ヱ
」
と
表
記
し
た
所
も
あ
り
、
語
音
の
区
別
が
失
わ
れ

て
い
た
か
ど
う
か
、
断
定
し
か
ね
る
所
で
あ
る
。

ヱ
ト

○
絞
土
ヲ
ス
テ
～
　
（
『
唯
信
抄
文
意
』
正
月
十
一
日
本
、
二
一
1
1
）

エ

尚
、
弟
子
の
専
写
に
係
る
『
浄
土
高
僧
和
讃
八
一
－
3
』
に
も
「
駿
」
が
あ

る
。
語
頭
「
ヰ
」
に
つ
事
て
は
、
A
古
用
に
通
う
「
判
ナ
カ
（
1
）
も
ル
（
率
）

（
3
）
」
（
『
一
念
多
念
文
意
』
）
、
「
判
ナ
カ
（
1
）
融
テ
（
率
）
（
4
）
」
　
（
『
唯

信
抄
文
』
）
が
あ
り
、
B
古
用
に
適
わ
ぬ
「
判
チ
」
が
漢
数
字
「
こ
の
訓
み

と
し
て
あ
る
。
こ
の
「
剰
チ
（
一
）
」
は
、
「
読
み
癖
と
し
て
の
唇
音
化
傾

注
1
9
．

向
」
と
す
る
説
が
あ
る
。

以
上
、
「
ヱ
・
ヰ
」
の
仮
名
づ
か
い
を
ま
と
め
る
と
、
先
に
見
た
仮
名
づ
か

い
で
指
摘
出
来
た
事
と
同
傾
向
を
示
す
事
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
㈹
書
写
年
代
の

相
違
に
よ
る
揺
れ
が
多
く
な
く
、
伺
自
著
類
と
他
者
の
著
書
を
転
写
し
た
も
の

で
も
差
は
な
く
、
M
片
仮
名
、
平
仮
名
と
言
う
表
記
法
の
別
で
も
相
違
は
見
え

な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
A
古
用
に
通
う
、
B
古
用
に
適
わ
ぬ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
仮
名
づ
か
い
が
併
存
し
、
し
か
も
、
同
一
語
に
は
同
一
の
仮
名
を
表

記
し
て
い
る
。
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七
、
ハ
行
の
語
中
・
語
尾
の
仮
名
づ
か
い
　
（
ま
と
め
に
か
え
て
い

‘

最
後
に
、
古
用
に
適
わ
ぬ
ハ
行
の
語
中
・
語
尾
の
仮
名
づ
か
い
に
つ
い
て
の

み
見
て
お
く
。
（
遺
文
全
般
の
具
体
的
な
用
例
は
、
別
の
機
会
に
提
示
し
た

い
。
）
遺
文
中
の
古
用
に
適
わ
ぬ
語
を
『
下
官
集
』
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
仮

名
づ
か
い
が
一
致
し
な
い
も
の
が
多
い
。



A
『
下
官
集
』
と
仮
考
つ
か
い
が
一
致
す
る
語
（
掲
出
用
例
は
親
陪
遺
文
）

そ
な
刹
た
ら
む

B
『
下
官
集
』
と
仮
名
づ
か
い
が
一
致
し
な
い
語

ヨ
刊
イ
　
う
た
か
け
な
く
　
ツ
有
ニ
イ
オ
（
家
）

イ
叫
ル
（
言
）
ウ
耳
（
上
）
　
お
し
刹
　
オ
ト
ロ
亨
ア

サ
叫
　
　
ソ
エ
ル
　
　
　
　
タ
マ
エ
リ
　
タ
ト
エ

イ

ヱ

ト

モ

カ
エ
ー
ル
　
（
帰
）

な
す
ら
え
て

現
時
点
で
は
、
古
用
に
適
わ
ぬ
仮
考
つ
か
い
の
各
語
相
互
に
、
何
ら
か
の
共
通

性
を
見
出
す
事
が
出
来
ず
、
親
陀
が
、
各
語
毎
に
、
個
別
に
仮
名
を
決
め
て
い

た
と
し
か
判
断
出
来
な
い
。
し
か
も
、
各
語
毎
の
仮
名
づ
か
い
は
一
定
性
が
認

め
ら
れ
る
事
か
ら
、
仮
考
つ
か
い
に
意
を
用
い
た
彼
が
拠
っ
た
規
範
が
何
で
あ

っ
た
の
か
。
今
後
は
そ
こ
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
え
た
い
。
彼
の
属
し
た
環
境
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
調
査
す
る
事
に
よ
っ
て
『
興
福
寺
本
往
生
要
集
』
の
よ
う
な
共

通
性
の
あ
る
も
の
が
指
摘
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
野
豪
出
身
で
あ
る
点
や

比
叡
山
で
二
十
九
歳
ま
で
生
活
し
た
言
語
環
境
、
以
後
、
法
然
門
下
と
し
て
一

生
を
送
っ
た
環
境
の
ど
れ
が
一
番
、
晩
年
の
遺
文
に
見
え
る
仮
名
づ
か
い
と
関

係
が
深
い
も
の
な
の
か
。
仮
名
づ
か
い
は
、
学
習
し
修
得
す
る
も
の
だ
と
言
う

考
え
に
立
て
ば
、
彼
が
依
っ
た
規
範
の
源
が
、
彼
が
属
し
た
言
語
環
境
を
追
求

㌧
て
行
く
う
ち
に
解
明
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
4
し
か
し
又
、
仮
名
づ
か
い
は
、

各
個
人
の
独
自
な
規
蘭
で
成
立
す
る
も
の
だ
と
亭
っ
考
え
に
立
て
ば
、
個
人
毎

の
仮
名
づ
か
い
を
帰
納
し
て
、
依
っ
た
規
範
を
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例

え
ば
、
親
臨
よ
り
四
十
歳
年
長
の
法
然
（
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
生
）
の
そ
れ
は
、

古
用
に
箪
っ
と
亭
っ
事
で
あ
る
ら
し
い
し
、
定
家
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
と
旧
草
子

顆
に
依
っ
て
仮
名
づ
か
い
の
規
範
を
用
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、

親
鰐
の
依
っ
た
規
範
が
、
語
頭
と
言
う
位
置
で
「
オ
」
を
麦
記
し
よ
う
と
す
る

も
の
以
外
に
ど
の
様
な
点
を
指
摘
出
来
う
る
の
か
。
規
範
と
い
う
点
に
関
し

．
て
、
別
の
機
会
に
考
え
て
見
た
い
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
同
一
語
に
は
同
一
の
仮
名
つ
か
い
の
傾
向
が
あ
り
、
親

鱈
が
仮
名
づ
か
い
に
意
を
用
い
て
い
た
実
態
を
報
告
し
た
。

注1
、
当
該
の
語
音
が
、
文
字
に
よ
っ
て
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
時
代
の
用
法

と
い
う
意
味
で
使
う
。
遺
文
相
互
、
親
鰐
と
他
者
を
比
較
す
る
共
通
規
準

と
し
て
古
用
を
用
い
る
。

2
、
三
帖
和
讃
は
、
親
鱈
の
責
肇
に
係
る
箇
所
が
わ
ず
か
で
、
弟
子
の
書
写

で
は
あ
る
が
、
参
考
に
掲
げ
た
。

3
、
三
帖
和
讃
の
訂
正
箇
所
は
、
数
に
入
れ
な
い
。

4
、
論
文
⑧
　
5
0
頁

5
、
平
松
令
三
氏
解
説
　
本
複
製
、
巻
八
3
6
4
頁
・

6
、
慶
信
は
関
東
の
門
人
。
門
弟
交
名
隈
に
「
下
野
高
田
庄
」
と
注
す
。
蓬

位
は
、
門
弟
交
名
隈
に
洛
中
居
住
弟
子
と
注
し
た
中
に
名
が
出
、
親
密
帰

洛
後
、
そ
の
左
右
に
侍
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（
注
9
同
　
相
注
拇
貢
）

7
、
鈴
木
一
男
氏
、
訓
点
語
学
会
発
表
資
料
「
興
福
寺
本
往
生
要
集
の
か
な

づ
か
い
－
オ
と
ヲ
の
混
同
を
中
心
と
し
て
ー
」
　
（
昭
和
4
7
年
1
0
月
）
。

8
、
赤
松
俊
秀
博
士
『
親
摺
』
　
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
3
6
年
）
　
3
5
頁
。

9
、
『
日
本
思
想
大
系
1
0
』
口
絵
写
真
に
よ
る
。
恵
信
尼
と
弟
子
は
『
古
典

大
系
8
2
』
　
（
岩
波
宙
店
）
　
に
よ
る
。

1
0
、
本
複
製
　
第
四
巻
　
4
1
2
貢
か
ら
。

1
1
、
平
仮
名
「
お
」
の
字
母
と
複
合
助
詞
と
の
関
孫
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

「
封
も
I
I
6
　
於
l
も
＝
4
　
お
l
は
＝
2
　
矧
は
＝
2
　
お
l
や
＝
2
　
於
l
や

23



川

1

」

1
2
、
論
文
◎
　
5
7
8
貢

（
晃
報
）

1
3
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
複
合
助
詞
を
使
い
分
け
て
は
い
な
い
。
金
田

一
春
彦
『
四
座
講
式
の
研
究
』
、
秋
永
一
枝
『
古
今
集
声
点
本
の
研
究
資
　
　
☆
　
金
子
金
治
郎
・
真
下
三
郎
両
先
生
、
秋
の
叙
勲
（
昭
和
五
二
年
）
受
章

料
篇
』
に
よ
る
と
、
下
接
助
詞
の
如
何
に
関
係
な
く
「
ヲ
」
の
ア
ク
セ
ン

ト
は
一
定
で
「
を
は
」
　
（
上
上
・
上
平
）
　
「
を
か
」
　
（
上
平
・
上
上
）
と

な
っ
て
い
る
。

1
4
論
文
◎
　
5
0
貢

1
5
　
『
西
方
指
南
抄
』
に
は
、
本
稿
の
一
覧
表
に
掲
げ
な
か
っ
た
、
他
の
層

合
助
詞
「
利
カ
バ
川
1
　
オ
ー
ソ
＝
1
．
利
ノ
ミ
＝
2
　
列
コ
ソ
＝
2
」
が

あ
る
。

1
6
、
論
文
◎
　
5
3
5
頁
。
『
和
歌
大
綱
』
に
よ
る
。

1
7
、
同
右
　
5
9
6
貢

1
8
、
同
右
　
5
7
7
貢

1
9
、
福
永
静
哉
『
浄
土
真
宗
伝
承
音
の
研
究
』
　
（
風
間
書
房
）
　
叩
買

（
付
記
）
本
稿
は
、
小
林
芳
規
先
生
の
御
指
導
の
も
と
に
、
昭
和
五
十
一

年
度
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代

語
研
究
の
道
に
お
導
き
下
さ
っ
た
先
生
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

又
室
山
敏
昭
・
佐
々
木
陵
先
生
、
菅
原
範
夫
氏
に
種
々
御
拳
不
を
賜
り
、

第
3
4
回
広
島
大
学
国
語
談
話
会
（
昭
5
2
・
7
）
で
発
表
し
た
席
上
、
木
原

茂
、
清
瀬
良
一
先
生
か
ら
御
指
導
を
受
け
る
事
が
出
来
た
。
記
し
て
、
厚

く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

勲
三
等
旭
日
中
綬
章
　
　
　
　
　
　
金
子
金
治
郎

勲
三
等
　
瑞
宝
章
　
　
　
　
　
真
下
　
三
郎

昭
和
五
二
年
十
一
月
三
日
付
で
右
の
よ
う
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
両
先
生

の
栄
誉
を
お
祝
い
し
、
御
健
康
、
御
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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（
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
）

tosho-seibi-repo
長方形




